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さて、平成 22 年 2 月現在、講座には、町田忍（教授）、齊藤昭則（助教）の 2 名、また、地磁気
世界資料解析センターには、家森俊彦（教授）、藤浩明（准教授）、竹田雅彦（助教）、能勢正仁（助









2 回生授業：観測地球物理学、観測地球物理学演習 A 、地球惑星科学 III、 
計算地球物理学演習 
3 回生授業：電離気体電磁気学、地球電磁気学、地球惑星科学課題演習 DB・DD 
4 回生授業：太陽地球系物理学、惑星科学基礎論、地球惑星科学課題研究 T1 
 
さらに、大学院講義・ゼミナールについては、 
太陽惑星系電磁気学 I・II、多階層地球変動科学特論  
















を設置して（藤）、地磁気の定常観測を実施している。また、地磁気指数 (Dst 指数、AE 指数、
ASY/SYM 指数) の算出や世界各地約 400 箇所の地磁気観測所からマイクロフィルム、マイクロフ
ィッシュ、データブック、デジタルデータなどの形でデータを収集し、それを整理・保存して WEB
などによる公開を行っている。ホームページアクセス統計は年間 800,000 件を超え、また、地磁気











本テーマに関しては、地磁気 Sq 場の季節変化 Sq ダイナモに 













用いて求める Wp 指数（上から 5，6 番目のパネル）。









































































































の 2 つで実施される。 
